
質問事項質問事項

12月定例会  8人の議員が一般質問

令和4年度から独立行政法人化される

ＤＸ推進で電子申請化も進む

◆香取おみがわ医療セン
ター地方独立行政法人
化
◆浄水器設置補助制度の
充実
◆「まちづくり協議会」の
進展と運営状況

Q
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
行
政
サ

デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
を
実
現
す
る

ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
を
実
現
す
る
D
X

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
政
府

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
政
府

も
推
進
す
る
。こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り
組
み
は
。

も
推
進
す
る
。こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り
組
み
は
。

A
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
事
例
と
し
て
、電
子

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
事
例
と
し
て
、電
子

申
請
や
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地

申
請
や
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
）の
導
入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

理
情
報
シ
ス
テ
ム
）の
導
入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Q
行
政
手
続
き
の
は
ん
こ
廃
止
が
進
ん
だ
。市

行
政
手
続
き
の
は
ん
こ
廃
止
が
進
ん
だ
。市

で
も
税
務
証
明
交
付
申
請
書
の
押
印
が
不
要

で
も
税
務
証
明
交
付
申
請
書
の
押
印
が
不
要

と
な
っ
た
が
押
印
廃
止
を
検
討
し
て
い
る
手
続
き
は
。

と
な
っ
た
が
押
印
廃
止
を
検
討
し
て
い
る
手
続
き
は
。

A
市
の
条
例
や
規
則
等
に
押
印
の
あ
る
様
式
を

市
の
条
例
や
規
則
等
に
押
印
の
あ
る
様
式
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、約

調
査
し
た
と
こ
ろ
、約
1
2
0
0

1
2
0
0
件
あ
り
ま
し

件
あ
り
ま
し

た
。押
印
の
必
要
性
を
個
々
に
検
討
し
た
上
で
、様
式

た
。押
印
の
必
要
性
を
個
々
に
検
討
し
た
上
で
、様
式

の
改
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

の
改
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Q
D
X
推
進
の
背
景
に
は
職
員
数
減
少
と
行

推
進
の
背
景
に
は
職
員
数
減
少
と
行

政
効
率
化
の
両
立
も
あ
る
。合
併
後
か
ら
の

政
効
率
化
の
両
立
も
あ
る
。合
併
後
か
ら
の

職
員
数
の
推
移
と
今
後
の
想
定
、

職
員
数
の
推
移
と
今
後
の
想
定
、D
X
推
進
へ
の
見

推
進
へ
の
見

解
は
。

解
は
。

A
平
成
平
成
1818
年
度
年
度

が
９
２
１
人
、

が
９
２
１
人
、

令
和
令
和
2
年
度
が
５
８
８

年
度
が
５
８
８

人
と
な
り
、３
３
３
人

人
と
な
り
、３
３
３
人

3636
・
2
％
の
減
。現
在
、

％
の
減
。現
在
、

第
4
次
職
員
定
員
適

次
職
員
定
員
適

正
化
計
画
を
策
定
中

正
化
計
画
を
策
定
中

で
す
が
、職
員
は
削
減

で
す
が
、職
員
は
削
減

す
る
方
向
で
す
。Ｄ
Ｘ

す
る
方
向
で
す
。Ｄ
Ｘ

は
、国
が
示
す
自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
等
を

は
、国
が
示
す
自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
等
を

注
視
し
な
が
ら
、さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

注
視
し
な
が
ら
、さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
で

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
で

移
住
促
進
を

移
住
促
進
を

Q
令
和
令
和
3
年
度
に
補
助
上
限
引
き
上
げ
や
要
件

年
度
に
補
助
上
限
引
き
上
げ
や
要
件

緩
和
等
、制
度
が
拡
充
さ
れ
る
が
活
用
し
な

緩
和
等
、制
度
が
拡
充
さ
れ
る
が
活
用
し
な

い
の
か
。

い
の
か
。

A
国
か
ら
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
る
補
助
金
の
補

国
か
ら
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
る
補
助
金
の
補

助
率
が

助
率
が
2
分
の
分
の
1
の
た
め
、市
は
交
付
額
の

の
た
め
、市
は
交
付
額
の

2
分
の
分
の
1
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

所
得
要
件
の
緩
和
等
で
交
付
対
象
者
の
増
加
が
想
定

所
得
要
件
の
緩
和
等
で
交
付
対
象
者
の
増
加
が
想
定

さ
れ
、市
の
財
政
負
担
等
を
考
慮
す
る
と
現
状
で
は

さ
れ
、市
の
財
政
負
担
等
を
考
慮
す
る
と
現
状
で
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
。

難
し
い
と
考
え
ま
す
。

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
が

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
が

身
に
つ
く
学
習
を

身
に
つ
く
学
習
を

Q
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の

ス
ク
ー
ル
構
想
の
1
人
1
台
端
台
端

末
は
授
業
で
ど
う
活
用
さ
れ
る
か
。

末
は
授
業
で
ど
う
活
用
さ
れ
る
か
。

A
具
体
的
な
活
用
例
と
し
て
、①
課
題
解
決
の

具
体
的
な
活
用
例
と
し
て
、①
課
題
解
決
の

た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
用
い
た
情
報

た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
用
い
た
情
報

収
集
②
写
真
・
音
声
・
動
画
等
で
自
分
の
考
え
を
ま
と

収
集
②
写
真
・
音
声
・
動
画
等
で
自
分
の
考
え
を
ま
と

め
、そ
れ
を
共
有
し
て
の
学
習
③
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

め
、そ
れ
を
共
有
し
て
の
学
習
③
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
ソ
フ
ト
等
を
用
い
た
発
表
④
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ョ
ン
ソ
フ
ト
等
を
用
い
た
発
表
④
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

学
習
や
個
別
学
習
な
ど
で
す
。

学
習
や
個
別
学
習
な
ど
で
す
。

Q
端
末
を
持
ち
帰
り
家
庭
学
習
等
で
活
用
で
き

端
末
を
持
ち
帰
り
家
庭
学
習
等
で
活
用
で
き

る
の
か
。

る
の
か
。

A
今
回
の
整
備
で
は
基
本
的
に
は
学
校
内
で
の

今
回
の
整
備
で
は
基
本
的
に
は
学
校
内
で
の

活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆ＤＸ（デジタルトラン
スフォーメーション）
の推進
◆移住・定住施策
◆ＧＩＧＡスクール構想
の実現

香
取
市
の

行
政
手
続
き
を

さ
ら
に
便
利
に

職
員
が
公
務
員
の
身
分
を
失
う

職
員
が
公
務
員
の
身
分
を
失
う

Q
独
立
法
人
職
員
の
給
与
、退
職
金
等
の
処
遇

独
立
法
人
職
員
の
給
与
、退
職
金
等
の
処
遇

は
、ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

は
、ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

A
す
で
に
独
法
化
し
て
い
る
他
の
病
院
で
は
、

す
で
に
独
法
化
し
て
い
る
他
の
病
院
で
は
、

法
人
化
前
の
給
与
制
度
を
継
続
し
て
適
用
し

法
人
化
前
の
給
与
制
度
を
継
続
し
て
適
用
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。退
職
金
の
水
準
が
総
合

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。退
職
金
の
水
準
が
総
合

事
務
組
合
の
退
職
金
条
例
の
給
付
水
準
と
遜
色
が
な

事
務
組
合
の
退
職
金
条
例
の
給
付
水
準
と
遜
色
が
な

い
よ
う
な
、独
自
の
退
職
金
制
度
を
創
設
す
る
考
え

い
よ
う
な
、独
自
の
退
職
金
制
度
を
創
設
す
る
考
え

で
す
。

で
す
。

Q
病
院
職
員

病
院
職
員

の
公
務
員

の
公
務
員

の
身
分
喪
失
と
い

の
身
分
喪
失
と
い

う
激
変
に
、ど
う

う
激
変
に
、ど
う

対
処
さ
れ
る
の
か
。

対
処
さ
れ
る
の
か
。

A
独
法
化
の

独
法
化
の

方
法
と
し

方
法
と
し

て
、「
新
設
型
」の

て
、「
新
設
型
」の

場
合
は
退
職
金
の

場
合
は
退
職
金
の

精
算
、千
葉
県
市

精
算
、千
葉
県
市

町
村
職
員
共
済
組
合
か
ら
の
脱
退
等
に
よ
っ
て
福
利

町
村
職
員
共
済
組
合
か
ら
の
脱
退
等
に
よ
っ
て
福
利

厚
生
の
低
下
が
想
定
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、退
職
手

厚
生
の
低
下
が
想
定
さ
れ
ま
す
。こ
の
た
め
、退
職
手

当
に
係
る
在
職
期
間
が
通
算
さ
れ
、共
済
組
合
へ
の

当
に
係
る
在
職
期
間
が
通
算
さ
れ
、共
済
組
合
へ
の

加
入
も
継
続
で
き
、引
き
続
き
法
人
職
員
と
し
て
同

加
入
も
継
続
で
き
、引
き
続
き
法
人
職
員
と
し
て
同

病
院
に
勤
務
で
き
る「
移
行
型
」で
進
め
て
い
ま
す
。

病
院
に
勤
務
で
き
る「
移
行
型
」で
進
め
て
い
ま
す
。

Q
市
か
ら
独
立
行
政
法
人
へ
の
財
政
繰
出
金
額

市
か
ら
独
立
行
政
法
人
へ
の
財
政
繰
出
金
額

は
、現
行
と
ど
う
変
わ
る
の
か
。

は
、現
行
と
ど
う
変
わ
る
の
か
。

A
変
わ
り
ま
せ
ん
。令
和

変
わ
り
ま
せ
ん
。令
和
2
年
度
病
院
事
業
会

年
度
病
院
事
業
会

計
予
算
で
は
、基
準
内
と
基
準
外
を
合
わ
せ

計
予
算
で
は
、基
準
内
と
基
準
外
を
合
わ
せ

て
5
億
2
0
3
2

2
0
3
2
万
9
千
円
の
繰
出
金
が
あ
り
、う

千
円
の
繰
出
金
が
あ
り
、う

ち
基
準
外
は

ち
基
準
外
は
7
千
万
円
で
す
。基
準
外
の
う
ち

千
万
円
で
す
。基
準
外
の
う
ち
4
千

万
円
は
千
葉
大
学
へ
の
寄
附
講
座
分
で
す
。

万
円
は
千
葉
大
学
へ
の
寄
附
講
座
分
で
す
。

Q
過
去
の
第

過
去
の
第
3
セ
ク
タ
ー
の
経
営
破
綻
、東
千

セ
ク
タ
ー
の
経
営
破
綻
、東
千

葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
不
適
切
な
運
営

葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
不
適
切
な
運
営

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
防
止
策
も
含
め
、独
法
化

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
事
態
防
止
策
も
含
め
、独
法
化

に
向
け
た
市
長
の
考
え
は
。

に
向
け
た
市
長
の
考
え
は
。

A
市
と
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、十

市
と
香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、十

分
な
話
し
合
い
を
し
、理
解
を
深
め
な
が
ら

分
な
話
し
合
い
を
し
、理
解
を
深
め
な
が
ら

協
力
し
合
い
、病
院
の
経
営
、香
取
地
域
の
医
療
提

協
力
し
合
い
、病
院
の
経
営
、香
取
地
域
の
医
療
提

供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

供
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

家
庭
用
浄
水
器
設
置
補
助
の

家
庭
用
浄
水
器
設
置
補
助
の

拡
充
を

拡
充
を

Q
水
道
未
普
及
地
域
で
鉄
分
汚
染
に
よ
る
赤
水

水
道
未
普
及
地
域
で
鉄
分
汚
染
に
よ
る
赤
水

が
現
れ
困
っ
て
い
る
。こ
れ
に
対
す
る
補
助
を
。

が
現
れ
困
っ
て
い
る
。こ
れ
に
対
す
る
補
助
を
。

A
鉄
に
つ
い
て
は
浄
水
器
補
助
の
対
象
外
で
す

鉄
に
つ
い
て
は
浄
水
器
補
助
の
対
象
外
で
す

が
、赤
水
の
原
因
は
水
質
由
来
の
場
合
だ
け

が
、赤
水
の
原
因
は
水
質
由
来
の
場
合
だ
け

で
な
く
、給
水
管
腐
食
等
に
よ
る
場
合
も
あ
り
、対

で
な
く
、給
水
管
腐
食
等
に
よ
る
場
合
も
あ
り
、対

策
が
違
っ
て
き
ま
す
の
で
、ま
ず
は
担
当
課
に
ご
相

策
が
違
っ
て
き
ま
す
の
で
、ま
ず
は
担
当
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

談
く
だ
さ
い
。

Q
佐
原
地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

佐
原
地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

設
置
の
方
向
性
は
。

設
置
の
方
向
性
は
。

A
制
度
の
周
知
を
は
じ
め
、地
域
で
の
課
題
を

制
度
の
周
知
を
は
じ
め
、地
域
で
の
課
題
を

十
分
に
話
し
合
い
、必
要
性
を
も
っ
て
設
立

十
分
に
話
し
合
い
、必
要
性
を
も
っ
て
設
立

さ
れ
る
よ
う
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

さ
れ
る
よ
う
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

不
安
が
い
っ
ぱ
い
、

香
取
お
み
が
わ
医
療

セ
ン
タ
ー
独
法
化

根
本 

義
郎 

議
員

ね　
も
と 

よ
し
ろ
う

加
藤 

裕
太 

議
員

か　
と
う 

ゆ
う　
た
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